
JAPAN COAST GUARD

新たなサーフィン事故防止対策の
創出に関するアンケート調査

調査期間：2025.1.6 ～ 2025.３.31



アンケート回答者数について

回答者数：325人（3/31〆）



Q１ あなたの性別を教えてください。

１

回答者

325人
回答者

325人



Q２ 年齢はおいくつですか？

回答者

325人
回答者

325人



Q３ サーフィン歴は何年ですか？

回答者

325人
回答者

325人



Q４ 現在のお住まいはどちらですか？

回答者

325人
回答者

325人



Ｑ５ 宮崎県内のサーフスポットでサーフィンを
される頻度を教えてください。

回答者

325人
回答者

325人



Ｑ６ 毎年、宮崎県内では、サーファーの事故が
発生していることを知っていますか？

回答者

325人
回答者

325人



Ｑ７ 宮崎県内でサーフィン事故が発生している
ことを何で知りましたか？

【Q6 知っている：315人】（複数回答可）



Ｑ８ サーフィン中に危険な経験をされたことが
ありますか？

回答者

325人
回答者

325人



Ｑ９ 危険な経験をされたことのある方は、
その内容を教えてください。

【Q９ 危険な経験あり：147人】（複数回答可）



Ｑ９ 危険な経験をされたことのある方は、
その内容を教えてください。

上がろうと思い沖から岸に向かってパドルしていたが、岸には進まずどんどんテトラ
の方に吸い込まれていきそうになった。（20代女性）

自分のレベルに見合わないポイントで波にのまれブラックアウト。（50代男性）

自身の力量以上の海の状況に入水して、波に何度も巻かれて呼吸がギリギリ間に合っ
た。その後すぐに上がりました。（30代男性）

岩場で波に巻かれ太股を裂傷しました。（50代男性）

波に巻かれて、リーシュが首に絡まった。（40代男性）

波の大きい日に、離岸流が強いが沖からのうねりも強く、岸にも沖にも行けない状態
となり暫くの間海岸と平行に流され続けた。（30代男性）

風が強い日に海に入り、ボードが風に煽られてフィンが足に当たり8針縫いました。
（40代女性）



Ｑ10 サーフィン事故の未然防止のため、サーファーが
Ｑ10 最も心がけるべきことは何など思いますか？

（複数回答可）



Ｑ10 サーフィン事故の未然防止のため、サーファーが
Ｑ10 最も心がけるべきことは何など思いますか？

各自のレベルに合わせて中止基準を作ること。（20代男性）

海の状況と自身の力量を常に把握する事が大事。仮に入水して周囲に人が居たとして
も、レベルが違うのですぐ上がることを恥ずかしく思う必要は無いと考えます。（30代
男性）

初めて入るポイントやあまり入った事ないポイントの癖を知らないとかなり危険だと
思う。しかし、サーファー(ショートボーダー)は閉鎖的でビジターが声を掛けても無視
されたりする事もあり危険がわからないまま入る事もあると思う。（50代男性）

チャレンジは大事だけど、自分の技量を過信しない。自然の力の大きさをRESPECT
し、認識する。流されないように海の中から陸に見えるポイントとの距離を維持するよ
うに心がける。（60代女性）

力量を知っていて過信しない事、見栄を張らないこと。（60代男性）

入らない勇気。そして常に自然相手なことを忘れない。（40代女性）



Ｑ11 宮崎保安部が行っている活動の中で、あなたが
Ｑ10 見たりしたことがあるものを教えてください。

（複数回答可）



Ｑ12 今後、宮崎保安部などの行政側は、どのような
Ｑ12 活動等を行うのが効果的だと思いますか？

（複数回答可）

（啓発）



Ｑ12 今後、宮崎保安部などの行政側は、どのような
Ｑ12 活動等を行うのが効果的だと思いますか？

（サーフスポット等への要望）

（複数回答可）



Ｑ12 今後、宮崎保安部などの行政側は、どのような
Ｑ12 活動等を行うのが効果的だと思いますか？

（複数回答可）

（救助関係）



Ｑ12 今後、宮崎保安部などの行政側は、どのような
Ｑ12 活動等を行うのが効果的だと思いますか？

（その他）

（複数回答可）



Ｑ12 今後、宮崎保安部などの行政側は、どのような
Ｑ12 活動等を行うのが効果的だと思いますか？

メジャーなポイントにスピーカーを設置し「今日の波はあなたのサイズですか？カレ
ントに流されてませんか？」などを定時放送してはどうでしょうか？（40代女性）

プロサーファーが集まる国際大会などは凄くギャラリーが集まるので、ブースを出し
てパンフレットを配るのが効果的かな。（50代男性）

宮崎県独自にサーフスクールやガイドをやっている店舗の資格化、または認可制度を
作る。その制度のコマーシャルを打ち、観光客にアピールする。（50代男性）

行政の職員もサーフィンを始めてサーファーの思考や行動を理解してほしい。その上
でレベルに応じて安全のポイントが変わっていくことが分かると思います。そして、実
際起こり得る怖さがわかるYouTubeを作るのが効果的だと思います。（30代男性）

行政の予算でサーフィンスクールを無料にして、多くの人が受講できるようにした方
がいい。（40代男性）

立て看板なども注意喚起のためにもっとあってもいいのかなと思います。
（50代女性）


